　　年　　月　　日
大　館　市　長　　様
（受注者）
　住　　　　所
　商号又は名称

　氏　　　　名

専任の主任技術者の兼務に係る承認申請について
下記のとおり、施工中の貴発注工事に配置している専任の主任技術者が、建設業法施行令第２７条第２項の規定により他の工事と兼務したいので承認申請します。

記
	主任技術者の氏名
	　

	施工中の工事
	工事番号・工事名
	　

	
	工事場所
	　

	
	工事概要
	　

	
	請負代金額
	　　　　　　　円

	
	工期
	　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	
	現場代理人
	


	
	専任・非専任の区分
	専任　　非専任　　　　　　　　　　　　　※どちらかに○をつける

	
	主任技術者の資格要件
	一級○○施工管理技士

	
	発注者（担当課所）
	　○○部○○○課

	兼務しようとする他工事
	工事番号・工事名
	　

	
	工事場所
	　

	
	工事概要
	　

	
	請負予定金額
	　　　　　　　　円

	
	工期
	　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	
	現場代理人予定者
	

	
	専任・非専任の区分
	専任　　非専任　　　　　　　　　　　　　※どちらかに○をつける

	
	主任技術者の資格要件
	一級○○施工管理技士

	
	発注者（担当課所）
	○○部○○○課　　　　　　　　　　　※公告等に記載してあるもの

	
	発注者担当者（電話番号）
	　

	２件の工事の関係
	１　２件の工事の対象工作物の一体性又は連続性がある。

（　内容　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　２件の工事の施工にあたり相互に調整を要する。

（　内容　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※上記１又は２の該当するものに○を付け、内容を簡潔に記入すること。


１．２件の工事現場間の自動車での通行経路を示す経路図を添付すること。なお、経路図には経路距離を明示すること。

２．他工事への兼務が決定した時は、速やかに報告すること。
３．本承認申請を提出する工事は、主任技術者が「専任する工事－専任する工事」及び「専任する工事－非専任の工事」の場合のみです。兼務できる工事の数は２件です。「非専任の工事－非専任の工事」は提出不要です。

４．施工中の工事と兼務しようとする他工事が同一場所である場合は、「同一場所における兼務」である旨を記載すること。

【施工中の工事の担当課チェック欄】

　上記２件の工事の主任技術者については、兼務を認めます。
	担当課承諾印

	


①　□　工事現場の相互の間隔が１０km程度
　　　　□　工作物に一体性又は連続性が認められる工事

　□　施工にあたり相互の調整を要する工事
③　□　主任技術者の資格要件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	担当課承諾印

	


【兼務しようとする他工事の担当課チェック欄】

①　□　工事現場の相互の間隔が１０km程度
　　　　□　工作物に一体性又は連続性が認められる工事

　□　施工にあたり相互の調整を要する工事
③　□　主任技術者の資格要件

④　□　施工中の工事の担当課に兼務可能であるとの承諾を得ている
②





②








